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エラスムス著『子供たちに良習と文学とを惜しみなく教えることを出生から
すぐに行なう、ということについての主張』 （翻訳.V) 
ロッテルダムのデシデリウス・エラスムスによる【桐揺尺：中 堀し 進；】
「幼い子供に学ばせるものは、また幼い子供 る者たちは、人間ではなくて獣である”という
に直ちに染み込ませるように教えるものとは、 ことです。このことを、ストア学派の人々は厳
一体何なのかをはっきりさせよ」と貴方様は私 かに弁論するのではないでしょうか。ところが
に問うことになるでしょう。それは、第一には、 然し、ここにおきましては、それと同様のこと
言語の熟練です。このことは、子供たちには、 が戯れの寓話によって教えられているのです。
勉学を全くすることなしに上手にやりこなせる 明白な真実を例として数多く取り上げることに
ものなのです。ところが一方、大人には、並外 よって、貴方様をこのままお引き留めしておこ
れた勉学を行なったとしましても、このような うというのではありません。しかし更に言いま
能力は殆ど備えられてはおりません。これまで すと、田園詩の歌よりも雅致なるものが他には
にも述べたことなのですが、子供たちは模倣し あるでしょうか。喜劇よりも魅力的なものは他
たいという自然の欲求によって誘惑されるので にはあるでしょうか。喜劇は、道徳(3)の本質
す。ムクドリやオウムなどにおいてもこのよう に基づくものですので、無学の者や子供に対し
な痕跡を見つけ出せます。詩人の寓話よりも魅 て剌激を与えることになるのです。しかし、こ
力的なものが他にはあるでしょうか。そのよう
な魅力的な魅惑は、子供たちの耳を魅了します
し、それにまた大人には言語の知得ということ
だけでなく、正しく判断するものとなったりま
た話の豊富さにもなったりして、数少なからぬ
利益を与えることになります。アイソポス(1)
の寓話よりも、子供が喜んで聴く物語が他には
あるでしょうか。アイソポスの寓話は、笑いと
か滑稽さを通して真面目な哲学の訓戒を伝えて
のようなことで、非常に多くの哲学の事柄が遊
び戯れを通して教えられることになるのではな
いでしょうか。このような事柄の全ての名称を
人は教えられるべきでしょう。驚くことなので
すが、その点のことについては今日においても
相も変わらずに全く通じていない者たちがおり
ますし、またそういう人々は大いに優れた学者
(4)というような名声を有している者たちの中
にもおります。要するに、簡潔で面白い格言で
いるのですし、有益なものでもあります。また、 人は教えられるべきです。それは、通常は、諺
その他の古代の詩人たちの寓話も同様に有益な とか卓越した人々の言葉とかといったものです。
ものです。ユリシーズ(2)の仲間たちがキル
ケーの魔術によって豚とか他の動物の姿に変え
られた、ということを子供は聴きます。物語ら
れたことを笑うわけですが、しかしながら、と
かくする中で子供は道徳哲学の基盤を学んでい
るのです。それは、 “正しい理性によって支配
されずに、欲情に支配されて駆り立てられてい
こういうやり方はかつてはただ一つのやり方で
あり、このようにして哲学は一般の民衆には伝
えられていたのです。
ある特定の学問において、例えば音楽とか算
術とか地誌とかにおいて、幼い子供たちのなか
で特異な性向を自発的に現わす子供がおります。
私自身の経験上の話でもあるのですが、確かに、
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文法学的規則や修辞学的規則の学習にはひどく
遅鈍である子供において、他の学問に対しては
大いに教え易さを示すことを見つけ出すことが
あります。要するに、子供は自発的な傾向を備
えているその人間自然を助長されなければなら
ないのです。傾斜しているところでは(5)、辛
苦は最小です。これに反して、 「ミネルバの意
志に反していては決して何も話せはしないし、
何も行なえもしないのです」 (6)。私の知って
いる子供のことですが、彼はまだ話すことが出
来ない子供でしたが、その本人は決して楽しく
は思っていなかったのですが、開いた本を前に
して読み続ける外見上の振りをしていました。
何時間という間このようなことを行ない続けて
も、彼は不快を感ずることが決してありません
でした。ひどく泣いた時でさえも、本を見せる
だけで彼はなだめられることになりました。こ
のようなことで、彼の両親は、彼がいつか立派
な学者になるということを示す予期を抱くよう
になりました。彼の名前も、喜ばしき予兆を何
らか示すものだとされておりました。というの
は、彼はヒエロニムス(7)と呼ばれていたから
です。さて然し、どのような人間に彼がなった
のかということについては、私は知りません。
何故ならば、若者になった彼を私は見ていない
からです。
言語の知得に関することなのですが、もしも
話を正しく行なう人々の間で養育されるのでし
たならば、子供は最も良い成長を遂げることに
なります(8)。寓話とか物語とかに関しまして
は、もしも子供の眼に見られるようにそれらの
内容を描いて提示することが出来たり、またも
しもどのような題材であっても図絵に明示する
ことが出来るのであれば、子供は喜んで学びま
た正しく覚えることになるでしょう (9)。また
同様に、このことは、樹木や草木や生き物の名
前とその特徴とを子供に覚え込ませることにも
有効です。特に、至る所には手近にはいないも
のにも、例えばサイとかシカとかペリカンとか
インド・ロバとか象とかにも、もちろん有効で
す。象を描いた小さな絵があるのですが、その
絵は象に蛇が巻き付いて締め上げており、その
象の前足は蛇の尾によって絡み付かれていると
いうものです。未経験な小児はこのような像を
描いた絵に興味をひかれるものです。では、こ
ういう時には、教師(10)は何を行なうべきで
しょうか。この巨大な動物はギリシア語では
「 tlt~avra 」 (11)であることを教えます。また
同様に、ラテン語でもそのように教えます。し
かし、 「象 (elephantus)」とか「象の (elep
hanti)」というようなラテン語の語尾変化を
教えることは除きます。ギリシア語で「ipo(ou
X toa」(12)と称するもの、それをラテン語では
「象の鼻 (manus)」と言うものであり、また
それは食べ物を拾い上げる時の象の体の部分な
のですが、を説明します。この動物は、私達の
ように口で呼吸をするのではなくて、その長い
鼻で呼吸をするということを教えます。両側に
突出した牙について説明をし、それから象牙は
裕福な者たちには高価なものとされていること
を教え、また同時に、象牙細工の櫛となること
をも教えます。その後に、インドにおいては、
それ程までの巨大な体の蛇がいるということを
教えるのです。蛇なるものをギリシア語やラテ
ン語の名前で教えるのですが、私達が習慣通り
に語形を変化させることは除外します。それら
は、ギリシア語で「opuovro(」(13)とか「ltov
ro(」(14)のような語とか、女性形の「dracaen
a」(15)とか「leaena」(16)のようなものです。蛇
と象との間には生来の熾烈な闘争があるmと
いうことを教えます。もしも子供が更に野心的
に学ぼうとするのでしたならば、象や蛇の特性
に関してのことで更にもっと沢山の別の特性に
ついてのことをその子供には教えることが出来
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るでしょう。大概の子供たちは狩猟の絵を好み
ます。如何に多くの種類の樹木や草木や鳥や四
足獣を遊び戯れを通して学び得ることでしょう
か。これ以上の例を取り上げて、貴方様をお引
き留めすることは致しません。というのは、一
つの例からあらゆるものを推論することが容易
であるからです。
教師(18)はこれらの題材の選択において配慮
を行なわなければなりません。つまり、子供の
眼に最も好ましく、最も親しみ易くて愛すべき
ものであり、そして言うなれば最も生き生きと
しているものであるというように教師が判断し
たものを特に選んで子供に提示するべきです。
最初の時期は春であり、愛すべき小さな花が出
現し、そして喜ばしき緑の草木となります。盛
りの時期である秋には、成熟した収穫物で穀物
倉が潰れるようになります。要するに、春に熟
した葡萄を、秋にはバラを求めることは調子外
れということです。それ故に、教師(19)は各人
それぞれの時期に調和したものを尊重しなけれ
ばなりません。ユーモアのある人や感じのよい
人は子供時代には適しております。その一方で、
陰欝であったり不親切である人は、大抵は、子
供から全ての学習を遠ざけてしまうことになる
のです。私の誤りでなければ、古代の作家もま
たそのようなことを表現して主張しました。彼
等は、人目を引く容貌や琴や歌や舞踊を、そし
て草原での優美な遊び戯れを処女ムーサに帰し
ましたし、また彼女の仲間のカリタス (20)にも
これらのことを付与しました。学習における成
功は、主として、お互いの好意の精神(21)に存
立しています。それ故に、古人によって、文学
は『人間性』 (22)と呼ばれるようになったので
す。
しかしながら、有益さは楽しさの仲間であり、
また誠実さはユーモアと親しい関係にある、と
いうことを妨げるものは何もありません。すな
わち、このような関係の中で、子供は不快感を
感ずることなしにあらゆる豊饒なるものを学ぶ
のです。詩人の面白いおとぎ話や機知に富む格
言や役者の気の利いた言葉や教養的な寓話を学
ぶ際の子供たちの活動性を阻むものは、実際に
は、何なのでしょうか。愚かで低俗でおどけた
歌を、また乱心した老婆のおかしげな作り話を、
そしてまた、か弱い女性の真に愚かなることを
も子供たちが吸収し覚え込んでしまうというこ
とは一体どういうことなのでしょうか。如何に
多くの空想があり、如何に多くの空虚な謎があ
り、如何に多くの死霊や幻影や幽霊や切り裂き
魔や吸血鬼や巨人や森の神や悪魔についての無
用な俗謡があり、如何に多くの低俗な物語から
の無用な虚偽があり、如何に多くの妄想があり、
如何に多くのふしだらな表現があることでしょ
うか。幼少の頃に祖父や祖母や母や若い女たち
によって保護され世話をされて、抱擁されたり
遊び戯れの中で聞かされたことを記憶として大
人はまだ保持しているのではないでしょうか。
頭の中に入ったことがすぐに吸収されてしま
うということですが、 ‘‘シシリ一人(23)のよう
な空虚なつまらなさ”ーと言われているので
すが、それはただ単に下らないというだけでな
くて有害なものでもあるのですが一の代わり
に適切な学習が子供に与えられるのでしたなら
ば、如何に多くの歩みが見られることになるで
しょうか。 「学者はこのような余りにも些細な
事柄(24)に身を落としているのではありません
か」と、貴方様はおっしゃるかも知れません。
ところが然し、偉大な哲学者アリストテレスは
アレクサンドロスを形づくる教師の職を引き受
けることを嫌がりませんでしたし、またキロン
(25)もアキレス(26)の子供時代を形成することを、
ポイニークス (Z1)に後を託したのですが、嫌が
りませんでした。司祭エリ (28)は子供の頃のサ
ムエル(29)を教育しました。今日においては、
-52-
僅かな利益のためか精神的な喜びのためにか、 れることが出来る、ということを貴方様は実際
カラスやオオムを仕込もうとすることに多大の に見出すことでしょう。このような倦厭を軽く
苦労を支払う人がおります。敬神のために長く するための技術があるのですが、それは古代の
危険な行進を企てる人々や、また非常に耐え難 作家によって幾つかの事例で明示されておりま
い別の辛苦を企てる人々もいるのです。このこ す。ある者は、語の形を子供たちが好物にして
とを成し遂げること (30)は、神に愛されること いる菓子で作りました。それは、言うならば方
が全く出来ないことなのでしょうか。あるいは 法のためであって、子供たちがその文字菓子を
私達の敬虔さを引き出すことが全く出来ないこ 貪るように食べるためでした。その文字の名を
となのでしょうか。しかしながら、私達が先に 答えると、褒美としてその子供は文字菓子を食
言及して来ましたことを教示することにおいて、 べることが出来るのでした。他の者は、アル
形成者(31)は強要的であってもまた苛酷であっ
てもいけません。つまり、それは‘‘過度に”と
いうのではなく、むしろ“持続的に,,というこ
となのです。持続性は不快なことではありませ
ん。このことは、教示が適正であり、多様性と
ファベットの文字の形を象牙で作りました。そ
れは、それを使って、子供を遊び戯れさせるた
めです。また、もしもそれ以外のものがあれば
それを特に使って子供を引きつけたものでした。
英国人は、特別な熱意をもって、弓を射ること
楽しさとで味付けされている場合ならば、とい に愛着をもっており、それを彼等の子供に最初
うことです。つまり、このことは、難儀をさせ に学ばせることにしております。それ故に、あ
られているということを子供に思い込ませずに、 る優れて聡明な父は、彼の子供が異常なまでに
全てのことが遊び戯れを通して行なわれている 弓術を楽しみとしていたことに気付いておりま
ということを子供に思い込ませて教示が行なわ したので、非常に見事な弓とすこぶる美しい矢
れる場合ならば、ということなのです。 とを与えましたが、その弓と矢の至る所に文字
今、私は、急いで話を告げ知らせ、簡潔にそ が描かれておりました。更に、的の代わりに、
れを解きほぐしていきたいと思います。その話 最初はギリシア語の文字の形をしたものを、次
とは、子供たちに学問を快いものとさせる方法 にはラテン語の文字の形をしたものを置きまし
についてのことですが、前から部分的には言及 た。的を打ち当てたり、またその文字の名を発
し始めていたことです。話す能力は、よく言わ 音した時には、拍手に添えて桜の実とか小児が
れていますように、倦厭なしに実生活の中で備 喜びそうな何等かのものを褒美として与えまし
え付けられているのです。書くことや読むこと た。もしも二人から三人の仲間を競争の相手と
への関心は、その後に続いて現れます。これら
のことにはそれ自身の中に多少の不快がありま
すが、しかしながら大体は教師の技術によって
そのような不快は取り除かれます。しかし、そ
れは、ある種の魅惑的な魅力を味付けするなら
ば、ということであります。文字とか文法の初
歩の最初のところを根を詰めて汗をかきながら
知ろうとしたり組み合わせたりする子供は、逝
かに以前からもっと高度なことを素早く教育さ
して招き入れることになりましたなら、遊び戯
れということによって生ずる収穫は豊饒です。
というのは、勝利への希望や不名誉への恐れは、
人を注意深くさせるものですし、また活気をも
たらすものともなるからです。この方略によっ
て、子供は僅かな日々のうちに遊び戯れている
ことによって全ての文字の形状と音とを正確に
理解するようになる、ということになるのです。
鞭を使い、脅迫を行ない、罵詈雑言をぶつける
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ような大概の教師(32)のやり方では、三年間の
期間をかけても殆どそのような理解を子供にも
たらすことは出来ないでしょう。しかしながら、
私は、ある種の方法には賛同を致しません。と
いうのは、過度に巧妙なまでの精励さ (33)の故
です。また、その方法を行なう人々はチェスや
サイコロ遊びにまでその方法による略図を画こ
うとして努めるのです。実際、そもそもそのよ
うな遊び戯れは子供たちの理解力を超えている
のです。どのようにして、彼等はそのようなも
ので文字を教えることが出来るというのでしょ
うか。その方法は、子供たちの天賦のものを助
成するのではなくて、難儀に別の難儀を付け加
えようとしているのです。巧妙すぎる機械的な
方法があるのですが、それは、成し遂げるべき
ことに困惑をもたらすことになる、という様式
であるのです。このような種類のものは、大概
は、福利のためというよりも利得とか見せびら
かしのために考案されて来たある種の記憶術の
類であるのです。確かに、このような記憶術は、
どちらかと言いますと、記憶力に損傷を与える
ことになるのです。最良の記憶術というものは、
徹底的に理解し、理解したことを順序正しく整
理して、そして最後には思い出そうとすること
を繰り返して反復する、というところにありま
す。生来的なものですが、小児には勝利への欲
求や羨望が植え付けられております。更に、不
名誉への恐れや称讃への欲望があるのですが、
特にこれらのことは自己顕示欲の強い性質や活
動的な素質を有する者において見られます。こ
のような性向を、形成者侶）は子供の勉学を成
功させるために用い尽くすべきです。懇願とか
追従とか子供じみた褒美とか称賛とかによって
も全く進みが見られない場合には、同年輩の者
たちとの間での競争の状態を設えるべきでしょ
う。怠惰な子供は、仲間が称賛されるのを聞か
なければならないのです。ただ一つの勧めさえ
も聞こうとしなかった子供が競争心に駆り立て
られることになるのです。しかしながら、勝利
者に対して勝利者への賞を、あたかもその賞が
いつまでも残存し続けていくものであるかのよ
うにして、与えることを行なわないように配慮
することです。また、時折は、敗者には勝利へ
の希望を示します。つまり、彼等の不名誉を用
心を重ねて克服する、ということを示すのです。
このことは、戦時において、指揮者によって行
なわれることなのです。時々は、子供が、たと
え下位にあるとしましても、自分が勝利者にな
るということを信じ込むままにさせておくこと
です。要するに、称賛と非難とが交互に来るこ
とは子供たちの中に有益な競争心を育成させて
おくことになる、ヘシオドスが言うことによれ
ばということですが(35)、のです。
恐らくは、厳格な気質の者は、子供たちの間
にあって無駄口をたたくようなことには不快さ
を感じることでしょう。しかし、同じ人が、時
折は、マルタ産の小犬とか尾長猿とかと遊び戯
れたり、カラスやオウムとおしゃべりをしたり、
道化師とつまらぬ話をすることなどに一日の大
半を費やしても不快だとは感じないし、恥ずか
しいとも思わないのです。このような愚にもつ
かないこと (36)が非常に真面目なことを活発に
させるのです。尊敬されるべき人々がそのよう
なことに面白みをあまり見出せないということ
は驚くべきことです。それは、敬虔や豊かなる
成果への希望とによって、そのもの自体では苦
いものである事柄に楽しさを与えることになる
のです。私もそう思うのですが、文法規則の基
礎は地味なものであり、楽しいものであるとい
うよりも不可欠なものであるのです。しかし、
ここにおいてもまた、厄介さの大部分を教師
(37)の熟練が取り去ることになるのです。はじ
めは、最良で、最も単純なものだけを教えるこ
とです。しかし、今日においては、曖昧さや固
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難さによって子供たちは苦しめられております。 剤に砂糖とか、あるいは他の何か好ましい味と
つまり、子供たちは、文字の形を認識する以前
に文字の名を覚え込まされますし、また、格や
法や時制によっては同じ形態で応答することに
なるのですが、名詞や動詞の語形変化を覚え込
かを混ぜ加えるのです。いやそれどころか、そ
のような医者は、薬剤であることさえも隠して
しまうのです。時には、実際に、想念だけに
よっても気分の悪さを引き起こします。更にま
むことを強要されているのです。例えば、 mu た、一度にではなく、また過度にでもなくて、
sae casiは、属格単数か与格単数かであり得るし、 ゆっくりとそして間隔を置いて与えられますと、
あるいは主格複数や呼格複数かでもあるのです。 子供はその不快さを容易に克服することになる
Legerisは、 legor、legerim、legeroにもな
ります(39)。学校においては、このことを子供
に問いただす時には、拷問ゆえの大声がたてら
のです。いずれにせよ、子供の資質について過
剰に疑惑を抱くべきではありません。それは、
図らずも、難題がすっかりと解決されなければ
れているのではありませんか。ある教師(40)た ならないものだとしてもです。子供には力強さ
ちは、自分の博識を見せびらかすために、入念 があるのではなくて、粘り強さがあり、自然の
に何等かの困難さを付け加える習慣を持ってお
ります。この欠点が、殆ど全ての学問に、特に
弁論術に、はじめから錯乱と不快とをもたらす
ことになるのです。もしも有益な教え方を彼等
に明示しましても、彼等は、彼等自身もこの方
法によって教えられて来たのだと応答するで
しょうし、また彼等自身の子供時代に生じたこ
とよりも今の子供たちの方が良い状態にあると
いうことを許し難いものだと考えるのです。要
するに、 “不可欠なものでもなく、また時を得
てもいない、あらゆる困難は不適当なものであ
うちに存する熟練があるのです(44)。子供は雄
牛のようなものではなくて蟻のようなものなの
です。ある場合には、象であっても蠅に打ち負
かされることがあるのです。それぞれの生き物
には、自然によって整えられたものがあるので
す。ほんの小さな子供たちが驚くべき活発さで
一日じゅう駆け回っていることを、また疲労を
感じていないことを、貴方様はご覧になったこ
とがないでしょうか。それにも拘らず、ミロは
同じことをし続けると疲労しました。何故で
しょうか。その理由は、遊び戯れと子供時代と
る”と宣言されるべきです。丁度よい時に行な は類縁的なものであり、また子供はその行ない
われるものは、しなやかに行なわれるものです。 を辛苦としてではなく遊び戯れであると思って
しかし、不可避の困難を実際に受け入れなけれ いるのです。ところで、全ての事柄において、
ばならない場合には、その時にこそ、子供を形 厄介さの大部分は想念によって生じております。
成すべき教師(41)は良心的で好意的な医者を出
来る限り熱心に模倣しなければなりません。そ
のような医者は、ルクレティウス(42)が述べる
ところによりますと (43)、ニガヨモギ酒で作っ
た薬剤を子供に飲ませようとする時に、その杯
の縁に蜂蜜を予め塗っておくことをします。そ
れによって、子供は、甘味に誘惑されて快さを
もって、健康に良い苦味に対して尻込みをしな
くなるのです。また更に、そういう医者は、薬
そして確かに、想念は、決して悪くありもしな
い場合にでも悪くあるという感情を造り出して
しまうことになるのです。それ故に、自然の摂
理はこの種の想念を子供たちに禁じているので
す。子供は体力がひどく不足しておりますので、
この部分が支援されなければならなくなるので
す。先にも述べましたように、教師ぽ）の役割
は、この種の想念を幾つもの方法によって子供
から取り除くことですし、また勉学に遊び戯れ
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というものがあります。それらは、時々、勉学
の時に生じた緊張を暖めることになるのです。
子供がより一層上のものに挑むのでありました
ならば、世話と辛苦なしにはそれを習得するこ
とは出来ません。どういう様式であるのかと言
いますと、ある題目について論ずることや、ラ
テン語からギリシア語へ翻訳することや、ギリ
る事柄におけるこれらの収益を彼等は侮るので
しょうか。極めて僅かなものであることは認め
られるのですが、しかしそれでも、全く何も学
ばないよりはあるいは後になって忘れ去らねば
ならぬことを幾つか学ぶよりは、子供はこのよ
うに学んだ方が良いのです。子供がお喋りを始
めるようになるや否や、全く無為なままに子供
シア語からラテン語に翻訳することや、また地 を留めておくことが出来ないということでした
誌学を学ぶということであるのです。しかし、 ら、この年齢の子供を充塞させるための、最も
全てのことの中で最も大事なことをよく考えて 適した世話とは一体どのようなものとなるので
みますと、それは、子供が教師園）を敬愛して しょうか。更に、初期の年頃においてもたらさ
畏敬し、学問を愛し尊び、不名誉を恐れて、称 れるものが如何に少ないものだとしましても、
賛を求めることを習慣付けられることでありま しかし何等かの方法で子供は重要なることを学
す。
〔第三の提案〕
ある一つの疑念が残されているのですが、そ
れは以下のように提出されます。ある人々は、
「三年間あるいは四年間をかけて子供によって
手に入れられた成果はごく僅かなものであり、
教育にかけた多くの辛苦に対してまた支払われ
んでいるのです。その後の一年間におきまして
も、それ以前に子供が充塞させられていなけれ
ば、子供はほんの少しのものしか学べなくなる
のです(51)。ファヴィウースは、 「これを年々
と延長して行けば全体として進歩して行くもの
であり、また幼少期に先取した全ての時間は青
年期に役立つものとなるのです」と言いました
(52)。繰り返すこともないのですが、最初の時
た支出に対して利益を受け取るためにしてはあ 期においてはこのようなことは、つまり年長の
まりにも骨折りをし過ぎることではある」と言 者にはより多くの労苦を必要とすることは、容
います。しかし、確かに、これらの人々は、子 易に学ばれることになるのです。というのは、
供のことに意を用いているのではなくて、お金 時宜を得た時に学ぶべきことを、実際、私達は
を出すことや教師(47)を付けることを惜しんで 容易に学びます。このようなことは取るに足り
いるように私には思われるのです。自分の息子
を教育するという事柄が取り扱われている時に
その支出の計算に心を痛めている父親を、本当
に私は否定をします。更に、教師(48)が多少の
骨折りをして利益を得るということのために息
子の数年間を犠牲にする、という同情すべき滑
稽なこともあります(49)。確かに、ファヴィ
ウースは否定していないことですが(50)、本当
に、人生の最初の三年間あるいは四年間におい
てよりもその後の一年間の方が多くのものをも
たらすことになるのですが、何故に最も価値あ
ないことであるしても非常に重要なことである、
ということが認められております。確かに、学
識の歩みとしてはごく些細なものであるとは私
には思われないのです。両方の言語(53)の知識
を味わうだけで会得しないことがあってもです。
その際に、多くの事柄についての言葉を味わっ
ており、要するにそれは読むことや書くことの
技能において良き始まりとなっているのです。
非常につまらない事柄として、私達はうるさが
りません。ほんの少量の僅かな収穫物を手に入
れることではあってもです。このことは、私の
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思い違いでなければ、ギリシア語で「道を更に
先へと進む」 (54)ということです。注意深い商
人は、ーアス(55)あるいはその四分の一たりと
言えども、節約することをなおざりにはしませ
もって世話をしなければならないのです。ヘシ
オドスによれば(56)、樽の中に酒が多量にある
場合とか殆どない場合においては、節約と称す
るものはありません。というのは、樽が酒で満
ん。それは、彼の考え方によるのですが、確か たされている場合には節約が早過ぎるというこ
にそれだけでは少量であるとして全体とすれば とだし、樽が空の場合には節約は遅過ぎるので
大きくなりますし、またごく少量の僅かな分量 す。それ故に、樽に半分ほどある時に節約とい
をたびたび集めますとすぐに巨額の蓄積となる、 うものが命じられることになるのです。とはい
と考えるからです。銅細工人は、言わば一日の え、人生に関しては、節約は軽んじられるべき
余分を獲得するために、夜明け前に起きます。 ことではありません。その場合、もしも樽の中
農夫は、通常の日においてもっと労働を遣り遂
げることが出来るために、祝祭日には家で何等
かの仕事を行ないます。また、私達の子供のこ
とにおいて、四年間をいたずらに損失するもの
として見なすでしょうか。時間よりも価値を有
する支出はないのだし、また文学よりも更に優
れた財産もないというのにです。完成すること
が決して出来ないものに対しては、あまりにも
時期尚早に始めてしまうということはありませ
ん。私達が生きている限り、実際に、常に学ん
でいるのです。なお加えて、その他のことにつ
いてですが、私達が見逃して無駄にした収益は
注意深さによって償うことが出来ます。しかし
ながら、人生というものはすぐに過ぎ去るもの
ですし、その上に本当に素早く過ぎ去るもので
もあり、魔法によっても決して呼び戻すことは
出来ないものです。詩人は、確かに、だましま
す。詩人は、言わば高齢者が再び若くなるとい
う泉水のことを述べたりします。医者は欺きま
す。医者は、何が何だかよく分からないような
第五元素とやらによって、老人に回春を約束し
ます。このことは、要するに、最も配慮して節
約を心がけることは当然のことなのです。とい
うのは、人生の損失を取り戻すことが出来ると
いう方法はどこにもないからです。
なおその上に、人生の最初の部分は最良のも
のとして考えられるので、同じように節約を
身が半分になったとしても節約しなければなら
ないのです。つまり、樽の中のプドウ酒が半分
ほどになったとしても、節約することは最も大
事なことなのです。すなわち、幼年期は最も節
約を必要としている時なのです。もしも教える
ということであるのでしたなら、人生のこの時
期は最も大事な時であるのです。しかし、この
時期は過ぎ去り易くもあるものです。勤勉でな
い農夫は、耕地をあまり世話しなくて、その耕
地を全くの休耕状態にしてしまいます。そして、
穀物の生産に適合しないその耕地に、挿木を植
えたり、牧草地としたり、野菜を植えたりする
ことになります。それと同様に、文学という穀
物が全くないままに、私達の人生の最良の時期
を過ぎ去らせてしまうままに甘受しておかなけ
ればならないものなのでしょうか。新しく耕さ
れた耕地は、すぐに何等かの方法で文学という
穀物を収穫できるようにするべきです。そのよ
うにしないで、未耕作のままではドクムギが生
えるだけとなるでしょう。というのは、そのよ
うな耕地では僅かに他のものしか生ずることし
か出来ないのです。同じように、幼い子供の精
神は、もしもすぐに豊饒な教授(57)が与えられ
ていなければ、悪徳をはこびらせてしまうこと
になるのです。瓶は液体の香りをつけられるこ
とになるのですが、それ故にこそ最初に入れら
れた液体の香りが長いあいだ残るのですし、ま
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たなかなか消え難いのです(58)。とにかく、新
しい空の瓶はその望みの液体を貯蔵することが
出来ます。良き種子が蒔かれるならば、精神は
良き収穫物を産み出します。あるいは、なおざ
りにされてしまいますと、精神は無用なもの
―それはすぐに引き抜かれるべきものです
が—―ーをはびこらせるようになるのです。
“損失となるものを追い退けることは、ほんの
少ししか益を得るだけのことだ"というもので
はありません。 ‘‘悪徳を遠ざけることは、良習
のためにはほんの僅かの意義しか有してはいな
い"というものでもないのです。
これ以上に議論をする必要があるのでしょう
か。人が適切な時機に教育されるべきであるこ
ととか、あるいは学識に関したこととかについ
て、それらのことがどれ程までに重要なことで
あるのかをまだお知りになりたいのでしょうか。
古代人がまだ若々しい時代の盛りにあった時に
成し遂げたことを、そしてまた今日において学
問に対しては衰えてしまって何も成し遂げるこ
とが出来ていないことを、熟考してみて下さい。
オヴィディウス(59)は、まだ彼が若者であった
頃に、愛にまつわる悲歌を書きました。今日、
同様なことを出来た老人がいるのでしょうか。
ルカヌス(60)が若者であった頃に、彼は記録書
を公表しました(61)。何故に、彼はそのような
ことを出来るようになったのでしょうか。六ヵ
月にもならないうちに、ローマヘと彼は連れて
いかれて、その地で二人の最も著名な学者に、
つまりパラエモン(62)とコルヌートス⑱）に彼は
委ねられたのでした。ルカヌスの学友としてサ
レイウス・バスース(64)とペルシウス(65)がいる
のですが、前者は著名な歴史家であり、後者は
有名な風刺詩作家でした。ここにこそ、確かに
疑いもなく、あらゆる全ての事柄においての完
全な博識(66)とか、驚嘆すべき程の雄弁さとか
をその若者(67)にもたらすものが在るのです。
その若者の詩は最も傑出した弁論家よりも劣る
ことはないし、最も優れた詩人よりも劣ること
もないのです。私達の世代は優れた成功を収め
た教育(68)の例を欠くことはありません。稀な
ことかも知れませんが、そのような人の例を両
性において見出されることがあります。若き
カッサンドラ (69)の才能をポリツィアーノ (70)は
称揚していました。また、十一歳の子供である
ウルシーノ (71)は私達を驚きで満たさなかった
でしょうか。無論、そのような人間の記録を私
達の世代の記録として全く優雅な文章に紹介し
たのはポリツィアーノです。二つの手紙を同時
に二人の書記に口述することが出来るし、その
それぞれが均整のとれた文章であり、そして何
等かの語法の誤りをおかすということもないと
いうような人間を私達は見出すことが出来るで
しょうか。ウルシーニは五つの手紙をこのよう
に口述できたのですが、それは書くべき内容を
即興として与えられて、準備のないままに行な
われたことなのです。このことを見た大概の人
は、彼のことを、人間を越えるような者とか、
魔法の術を授けられた者というように思うよう
になります。確かに、魔法の術が行なわれてい
ると言えばそうであるのかも知れませんが、学
識深く有徳で思慮深い教師(72)に速やかに早く
委ねられた場合にのみ、効果を有する魔術であ
るのです。最良の学識を有する者から学び、ま
た最良の学識を有する者たちの間で学ぶ場合に、
それは並外れて強い薬剤となるのです。アレク
サンドロス大王がまだ若い頃に、雄弁さを除き
まして、あらゆる哲学の学問を習得できたのは
そのような魔法の術を通してのことでした。も
しも戦争への愛や支配への喜びが彼の才能を奪
い取ることさえしなければ、彼は傑出した哲学
者たちの中に在ることになったでしょう。この
ような魔法の術によって、カエサル(73)もまた
若き頃に雄弁さや数学の知識において優れるこ
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とになったのです。大概の皇帝は、ツゥリウス る尊称を授けられた後に、何も知っていないと
(74)やヴェルギリウスやホラティウスと同じ程 いうことを実際に自分から自主的に認めること
に、若い時から学識や能弁において秀でていま によって、子供たちに読んで聞かせるような本
した。というのは、彼等は、親とか乳母などか に戻ることを自らに強いるというような、賢明
ら優美な話し方を学んでいたからですし、また さに溢れる多数の神学者を今日において私達は
自由人としての学識一例えば、詩、修辞学、 見受けることが出来ます。私は彼等を嘲弄しま
歴史学、古代の知識、算術、地理学、倫理学、 せん。遅くなったとしても、何もしないことよ
政治学、自然学のようなものですが一ーの初 りも学んだ方がまだ優れたことであるのです。
歩的な知識を生まれてからすぐに学んでいたか というのは、知ることは不可欠なことであるか
らです。
それに対して、私達は一体何をしているとい
うのでしょうか。私達は自分たちの子供を年頃
になるまで家で保護します。ところが、無為や
放蕩や享楽で子供を堕落させているのです。そ
れから、遂には、子供を公の学校へと送り付け
るのです。そして、全てがうまく運べば、子供
たちは少々の文法をかじらされることになりま
す。それからすぐに、子供たちは、語形を変化
させることや、その語に隣接する語を従属的に
変化させて正しく接合させることを学んだりし
て、文法を終えることになります。その後すぐ
に、弁証法という混乱が持ち込まれることにな
るのです。そこでは、子供たちは、正しい話し
方を学んだにも拘らず、すぐにそのことを忘れ
去らねばならないのです。それどころか、私達
が若い頃にはもっと不幸なことがありました。
私が子供の頃には、 ‘‘意味表示法" (75)とか
“本質についての小問題"とかで子供たちは拷
問をなされており、その間は、誤った話し方以
外には何も教えられることはなかったのです。
確かに、その当時の教師(76)は、彼等は子供ら
しさをもって教えなかったように思われるので
すが、弁証法や哲学の難しさで文法を難解なも
のとしていたのです。確かに前後転倒をしてい
るのですが、実際には、生徒は高度の知識を習
得した後に文法を学ぶということをしていたの
です。全ての名誉を獲得した後に、またあらゆ
らです。ガルランドのヨハンネス(77)の二行脚
韻詩が非常に華美なように、また厄介で冗長な
程に注解が付けられて、若者に対して説かれて
いるですが、不滅の神よ、何という時代である
ことでしょうか。愚劣なる短詩を口述したり反
復したり分析することで、私達は非常に多くの
時間を浪費していないでしょうか。フロリスタ
(78)やフロレツース (79)を覚え込む時はどうで
しょうか。これに対して、アレクサンドラ (80)
は耐え得る作者の中にあると私は認めておりま
す。いかに多くの時間が詭弁術とか弁論術の不
要な迷路とかで消耗されていることでしょうか。
要するに、それぞれの教師が(81)自分自身を優
美に誇示するつもりであれば、彼等は、あらゆ
る学問に混乱とか厄介さというようなものを持
ち込んで、最も困難なこととかまた時には下ら
ぬこととかを勉学を始めたばかりの頃の生徒
(82)に直ちに詰め込むのです。確かに、困難で
あるということだけでは立派なことではありま
せん。それは、喩えて言いますと、辛子の種粒
を遠方から針の孔を通すために投げることです。
それは、確かに最も困難なことですが、愚かな
ことなのです。それはカシオティクスの結び目
(83)を結び合わせたり結びを解いたりするよう
なことなのです。つまり、それは確かに巧妙な
ことなのですが、無用な精確さであるのです。
付け加えて言いますと、これらの知識が無教養
な者によって教えられているのですし、それど
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ころか更にもっと悪いことなのですが、不正な
学者によって教えられているのです。時々ある
ことなのですが、怠惰で節度のない者によって
教えられているのです。また、彼等は、生徒の
育成ぼ）よりも報酬を最も優先させているので
する子供の能力がどれ程までにあるのかを、ま
た人間の精神の鋭敏さがどれ程までにあるのか
を考慮して戴きたいのです。そして、最も良き
ものであり、また自然と一致しているものであ
るならば、特に博識で人当たりの良い人によっ
す。そのようなものとして教育(85)が一般的に て遊び戯れをもって教えられるのであるならば、
行なわれている場合には、ほんの少数の人しか 容易に学ばれるようになるということを考慮し
老年になるまでに完全な学識には到達できない て戴きたいのです。私達は受容的で未熟な精神
ということは驚くべきことでもないと思います。 には初期の頃から強固に付着させるかのように
私達の人生の最も良い時期は無為によって消え 知識を習熟させることが出来るのですが、それ
去り、また悪徳によって消耗されております。 に対して学習者が年長になっては困難さをもっ
悪徳によって汚染されてしまって、私達の人生
のうちの最小の部分しか勉学に費やさないので
すが、愛欲や宴会や遊びごとには非常に沢山の
時間を費やしてしまいます。これらの悪しき事
柄に加えて、少しも良きものではない教師(86)
が下らぬことや忘れ去らなければならないこと
を教えるのです。また、それらの次には、子供
たちは無力な時期であるのでまだ教えられるこ
とが出来る程の能力を備えてはいないとか、そ
こで育成されるものはごく些細なものでしかな
て習得したり更に容易に忘れ去ってしまうこと
にもなるということも考慮して戴きたいのです。
その上に、支出された時間は高価であり、また
繰り返しの利かないものなのだということを考
慮して戴きたいのです。つまり、それは、良き
時機に始めて、程好い時期において行なうこと
が大切なことであるということです。そして、
忍耐し得ることをも考慮して戴きたいのです。
つまり、それは、ヘシオドスの言う、僅かなも
のでもそれを積み重ねると大きなものとなる、
いとか、またその他に非常に沢山の口実が言い ということなのです(89)。時は消え易く、青年
立てられています。悪しき事柄がある場合には、 時代は多忙であり、老年は教え難い、というこ
正しくは、悪しき教育(87)にこそそれらを帰す とも考慮して下さい。もしも貴方様がこれらの
るべきでしょう。 ことをご考量して下さるのでしたなら、貴方様
は御子息を“七歳までは教えない"ということ
〔締括り〕 には決して委ねないでしょうし、三日間でも決
私は、議論に引きずりこんで長引かせようと して無頓着に過ごさせるということはないで
しているのではありません。ただ私は、物事に しょう。つまり、学識に対しての準備とか教授
おいていつも貴方様が見せておられる、洞察力 とかが出来る何等かの育成を行なうことを貴方
のある貴方様の英知に訴えているのです。貴方 様の御子息に出来るからです。
様の御子息が高価な財産であるということを考 終わります。
慮して戴きたいのです。学識は、いかに多方面
に渡る事柄であり、またいかに多くの困難さを
有する事柄でもあるかを、しかしそれでもそれ
らは名誉あることであるということを考慮して
戴きたいのです。全ての教育(88)において熟達
【註釈】
(1)アイソポス [Aesopus: 前620頃~560頃
は古代ギリシアの寓話作家である。
(2)ユリシーズ [Ulysses]とはホメロスの
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『オデュッセイア』の主人公のことであり、
Odysseusのラテン語名である。
(3) 「道徳」 ： "9£01。
(4) 「学者」 ： doctus。
(5) "素質や才能を人間自然に与えられた存
在”のことを意味している。
(6)キケロ、泉井久之助〔訳〕、 『義務につ
いて』、岩波文庫。 「ことわざにいうよう
に、 『ミネルワ神が肯わなければ』 一一
というのは天性にさからっては一ー何ご
とをしても、正通ではないからだ」 (62
ペー ジ） (I , 31)。
ホラーティウス、田中秀央・村上至孝訳、
『書簡集』、生活社、 1964年。 「ミネルワ
の意に反して何も言はず何も為せません」
(166ペー ジ）(385)。
(7) ヒエロニムス [Hieronymus:346頃～
420]は、キリスト教教父であり、彼は旧新
約聖書のラテン語訳『ウルガタ』を完成さ
せた。
(8)クインティリアヌスの『弁論家の教育』
(I,1,4)を参照。エラスムスはクイ
ンティリアヌスを踏まえて対人的環境を、
特に言語的環境を、重視している。
(9)図絵による教育を、エラスムスは勧めて
いる。
(10) 「praeceptor」を「教師」と訳した。
(11) 「£1£¢avra」：象。
(12) 「1potoox1oa」 ：象の鼻。
(13) 「opuovrot」：蛇。
(14) 「leovrot」 ：獅子。
(15) 「dracaena」 ：蛇の女性形。
(16) 「leaena」 ：獅子の女性形。
(17)プリニウス、中野定雄他〔訳〕、 『プリ
ニウスの博物誌.I』、雄山閣出版、 1986
年。 「………、このインドにはまた大蛇
くドラコ〉もいて、それがたえずゾウと反
目闘争を続ける。このヘビがまたたいへん
大きくて、容易にゾウにとぐろ巻きに巻き
つく。そしてねじれた結び目をつくってゾ
ウが動けないようにする。この闘争で両方
の闘い手が一緒に死ぬ。そして征服された
ゾウは倒れる際に、その重みで巻きついて
いるヘビを押し潰す」 (350~351ペー ジ）
（第八巻，11)。
(18) 「institutor」を「教師」と訳した。
(19) 「praeceptor」を「教師」と訳した。
(20)カリタス [Charites]とは、ギリシア神
話に登場する、典雅、優雅、友愛の女神の
こと。
(21) 「お互いの好意の精神」。子供と教師と
の間柄のことを言及している。
(22) 『人間性』 [humanitas]。
(23) Siculus. 
(24) 「このような余りにも些細な事柄」。子
供の教育のことを意味している。
(25)キロン [Chiron]とは、ギリシア神話に
登場するケンタウロス族の一人であり、ク
ロノスとピリュラとの間の息子である。
(26)アキレス [Achilles]とは、ホメロスの
『イリアス』に登場する、ギリシア軍の最
も有名な英雄である。
(27)ホメロスの『イリアス』 (IX.434~605) 
を参照。
(28)司祭エリ [Heli]。聖書、 『サムエル記
・上』を参照。サムエルの教育者。
(29)サムエル [Samuel]はヘプライの士師、
予言者である。 『サムエル記・上』参照。
(30) 「このことを成し遂げること」。子供に
教育を行なうことを意味している。
(31) 「formator」を「形成者」と訳した。
(32) 「litera tor」を「教師」と訳した。
(33) 「過度に巧妙なまでの精励さ」。子供た
ちの理解力を越える程に、凝りに凝ったま
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での教育の技術のことを意味している。
(34) 「formator」を「形成者」と訳した。
(35)ヘーシオドス、松平千秋（訳）、 『仕事
と日』、岩波書店、 1986年。 49ページを
(318)を参照。
(36) 「このうような愚にもつかぬこと」とは、
エラスムスがこれまで論述して来た、遊び
戯れを通しての学習のことを意味している。
(37) 「praecipiens」を「教師」と訳した。
(38) 「musae」 ：文芸。
(39) lego [集める、読む］は第三活用動詞で
ある。 legerisは、直接法現在受動態二人
称単数であり、直接法未来受動態二人称単
数でもあり、直接法未来完了能動態二人称
単数でもあり、また接続法完了能動態二人
称単数でもある。 legorは直接法現在受動
態一人称単数である。 legerimは接続法
完了能動態一人称単数である。また、 lege
roは直接法未来完了能動態一人称単数で
ある。
(40) 「!iterator」を「教師」と訳した。
(41) 「artifex」を「教師」と訳した。
(42)ルクレティウス [TitusLucretius 
Carus: 前98頃~55頃］は、ローマの詩人
であり、哲学者であり、 DeRerum Nat 
ura (『物の本性について』）を書いている。
(43)ルクレーティウス、樋口勝彦（訳）、
『物の本性について』、岩波文庫、 1961年。
159ページ (IV.1 ~25)を参照。プルタ
ルコスの『子供の教育』の365ページを参
照。
(44) 「habilitatenaturae」を「自然のう
ちに存する熟練」と訳した。これは、子供
が特有に内在させている人間自然を意味し
ており、その人間自然に従うのであるなら
ば自ずと熟練がなされて行くということを
意味している。
(45) 「praeceptor」を「教師」と訳した。
(46) 「praeceptor」を「教師」と訳した。
(47) 「doctor」を「教師」と訳した。
(48) 「praeceptor」を「教師」と訳した。
(49)親が、教師の資質や能力を調べもせずに、
悪しき教師を雇うことを意味している。プ
ルタルコスの『子供の教育』の353~354
ページを参照。
(50)クインティリアヌスの『弁論家の教育』
(I. 1. 17)。
(51)クインティリアヌスの『弁論家の教育』
(I . 1 . 18)。
(52)クインティリアヌスの『弁論家の教育』
(I . 1 . 19)。
(53) 「両方の言語」とは、ギリシア語とラテ
ン語のことを意味している。
(54) Hpo OOOV. 
(55)アス [as]とは貨幣の単位のこと。
(56)ヘーシオドス、松平千秋（訳）、 『仕事
と日々 』。 54~55ページ (368~369)を参
照
(57) 「disciplina」を「教授」と訳した。
(58) Q.H.Flaccus, Epistolae. (I . 2 . 
69)ホラーティウス、田中秀央・村上至孝
訳、 『書簡集』、生活社、 1946年。 16ペー
ジを参照。 「水差は新しい時に一度吸い込
んだ香りを長く保つでせう」。
(59)オウィディウス [PubliusOvidius 
Naso: 前43ー 後17年頃］は、ローマの騎士
層の出身の詩人である。彼は、ローマで法
律や修辞学を学んでおり、 『恋愛歌』 『恋
の手管』 『恋の治療法』 『ヘロイデス』
『形態変化』などの作品を残している。
(60)ルカヌス [MarcusAnnaeus Lucanus 
: 39-64]は、ローマの詩人である。彼の
父はローマの騎士であり、哲学者セネカの
兄弟である。彼は、ポンペイウスとユリウ
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ス・シーザーとの間の戦争における叙事詩
『ファルサリア (Pharsalia)』を書い
た。』
(61) 『ファルサリア』のこと。
(62)パラエモン [Palaemon:20-50]は、
解放奴隷であり、ローマの学者である。彼
は文法について総合的な論述を最初に書い
た人であり、後の文法家に影響を与えた。
(63)コルヌートス [Cornutus: 20-70? ] 
は、文学者であり、ストア学派の哲学者で
ある。
(64)サレイウス・バスース [Saleius
Bassus]は、ヴァスパシアヌス帝の時代
の詩人である。
(65)ペルシウス [A.Persius Flaccus]は、
ネロの治世の時代の風剌詩作者である。
(66) 「cyclopaedia」を「博識」と訳した。
cyclopaediaとは、ギリシア語でもラテン
語でもない言語である。私の推測では、エ
ラスムスは神話的世界における登場人物か
らこのような造語をつくったのであろう。
アラスムスは、 Cyclopesという Siciliに
住むと言われる一つ眼の巨人族の名から
「博識」という意味で cyclopaediaとい
う語を造語したのである。 Cyclopesは火
の神 Vulcanusの朦工であるとされてい
るので、エラスムスは Cyclopesを知識の
保有者という意味に把握したのであろう。
(67) 「その若者」とはルカヌスのことである。
(68) 「institutio」を「教育」と訳した。
(69)カッサンドラ[Cassandra Fi deli : 
1465-1558]。彼女は、イタリアの人文主
義者である。
(70)ポリツィアーノ [AngeloPoliziano : 
1454-94]は、イタリアの人文主義者、詩
人である『イリアス』のラテン語訳を行
なったことでも知られている。
(71)ウルシーノ [FabiusUrsinus (Fabio 
Orsini)」は、 PaoloOrsiniの息子で、
学者一族の生まれである。
(72) 「praeceptor」を「教師」と訳した。
(73)カエサル [GaiusJulius Caesar : 前
102-44]は、ローマ共和政末期の将軍、
政治家である。
(74)ツゥリウス [M.Tullius Cicero : 前
106-43]は、ローマの有名な政治家で、
また弁論家でもある。
(75) "意味表示法" (modis significandi)。
(76) 「praeceptor」を「教師」と訳した。
(77)ガルランドのヨハンネス [Johannes 
Garlandia]は、イギリス生まれの哲学者
てあり、詩人でもある。彼は十三世紀の前
半にパリ大学で学んだ。彼の『Parisiana
Poetria』は十六世紀にはテキストとし
て用いられ続けた。
(78)フロリスタ [Florista]は、十五世紀の
詩人であり、文法的に韻を踏んだ詩作を好
んだ。
(79)フロレツース [Floretus]は、十五世紀
の詩人であり、フロリスタと同様に文法的
に韻を踏んだ詩作を好んだ。
(80)アレクサンドラ [AlexanderGallicus] 
は、十三世紀のノルマンの文法家である。
(81) 「professor」を「教師」と訳した。
(82) 「discipulus」を「生徒」と訳した。文
字通り訳せば、 「男生徒」である。
(83) 「カシオティクスの結び目」。
Cassioticusはエジプトの町の名である。
そこには「この結び目を解いた者が全世界
の王となる運命の定めである」という話が
あり、アレクサンドロスはその結び目を解
いたということである。プルタルコス・村
川堅太郎編、 『プルタルコス英雄伝（中）』、
筑摩書房、 1987年。 29ページを参照。
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(84) 「profectus」を「育成」と訳した。 がどのように考えられていたのかを知るための
(85) 「institutio」を「教育」と訳した。 歴史的な資料の一つとしてエラスムスのこの教
(86) 「artifex」を「教師Jと訳した。エラ 育的な著作を訳出するという動機から考えます
スムスは、詐欺師とか悪者とか製作者とか と、エラスムスによって書かれたラテン語の文
職人という意味で「artifex」という言葉 章を忠実に訳出する方が良いように思われまし
を使用したかったのかも知れないのだが、 た。それ故に、当訳文におきましては、原典を
ここでは繁雑さを避けて「教師」と訳した。 忠実に訳出しました。出典は、ヨアンネス・ク
(87) 「institutio」を「教育」と訳した。
(88) 「institutio」を「教育」と訳した。
(89)ヘーシオドス、松平千秋（訳） 『仕事と
レリクス (JoannesClericus)の編集による、
『DesideriiErasmi Roterodami Opera 
Omnia• Tomus I』の、ヒルデスハイムのゲ
日』、 54ページ (361~362)を参照。 オルク・オルムス (GeorgOlms)書店からの
プルタルコス、河野与ー選訳、 『プルター 復刻版 (1961年）の487~516からであります。
ク「倫理論集」の話』、岩波書店、 1964年。 今回発表しました「エラスムス著『子供たちに
この著作の中の『子供の教育』の章の361 良習と文学とを惜しみなく教えることを出生か
ページを参照。プルタルコスの『子供の教 らすぐに行なう、ということについての主張』
育』の361ページには、ヘシオドスのこの （翻訳.V)」の翻訳におきましては、 509.F3. 
文章が引用されている。私の推量によれば、 から最終の516.A21. までです（※）。なお、（翻
エラスムスはこのプルタルコスの文章から 訳.I)は関西大学教育学会・『教育科学セミ
ヘシオドスの文章を引用したのではないか ナリー』第22号 (1990年12月発行）に、冒頭部
と思われる。 分の487から495.B2. を、 （翻訳.II)は乳幼
児発達研究所・研究紀要 (1991年7月発行）に、
495. B3. から499.C6. を、また（翻訳.m)は、
女女女『子供たちに良習と文学とを惜しみなく
教えることを出生からすぐに行なう、と
いうことについての主張』の訳出にあ
たって
ここ数年間、 ‘‘教育とは何か”という根源的
な問いを探求の動機として、私は“教育の誕
生"期以前にまで遡って考察を深めようとして
来ました。今回もこの探求の動機に基づいて、
エラスムスの『子供たちに良習と文学とを惜し
みなく教えることを出生からすぐに行なう、と
いうことについての主張』を訳出することに致
しました。エラスムスのこの教育的な著作は、
現在の視点からしますと、その内容や表現にお
いてかなり相当に問題を含んだものであります。
しかしながら、十六世紀には“教育なるもの”
関西大学教育学会・『教育科学セミナリー』第
23号 (1991年12月発行）に、 499.C7. から504.
A13を、また（翻訳.N)は、関西大学教育
学会・『教育科学セミナリー』第24号 (1992年
12月発行）に、 504.A14.から509.F2.を掲載さ
せて戴きました。ご参考下さい。
(※） Erasmus, Desiderius, Declamatio 
de pueris ad virtutem ac literas 
liberaliter instituendis idque 
protinus a nativitate, Joannes 
Clericus (Ed), 『DesideriiErasmi 
Roterodami Opera Omnia』
• Tomus I, Hildesheim: Georg Olms, 
1961. 487-516. [509.F3. -516.A21.J. 
-64-
